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generation　timeからS，　G，およびM時間の和を減じた

値をもってしている場合が多い．Puckらはin　vitroで

分裂阻害剤と3H－TαRとの連続処理でG，時間の直接測

定を試みている．われわれはin　vivoで分裂阻害剤とし

てcolcemidを連続的に投与し，　G1，　SおよびG2時間を

直接測定する方法を考案したので報告する．

　①SおよびG，時間の測定法：3H－TαRおよびcolcemid

を同時投与後，colcemidのみ連続的に作川させて，分裂

聞期細胞について標識細胞と非標識細胞の比率を経時的

に追跡した．なおcolcemidは体重lkg当り1mgの割合

で4時間ごとに投与した．その比Tはpulse　labeling時

には（S期の細胞数／（G，十G2）期およびdormant　stage

の細胞数）となり，ana－telophaseの時間後いったん下降

した比率は仁昇してpeakとなり，以後直線的に減少し

零となる．L昇のpeakまでの時間が平均G2時間，　peak

より零になるまでの時間がSl1寺間と考えられる．

　⑦G1時聞の測定法：3H－TαRを1時間ごとに投与する

と共に，colcemidを連続的に作用させ，非標歳細胞比率

の経時的変動を追求した．その比率は時問の経過ととも

に略々直線的に減♪しplateauに達する．一定値に達す

るまでの時間はG，時問とana－telophaseに要する時間の

和となるが，後者は短時間であるのでG，時間とみなし

うる．なお‘Jlの方法が成立するためには増殖サイクル

が，G、→S→G2→Mを通じて常に一定のrateですすむこ

とおよび観察期間中構成細胞の比率が不変であるという

仮定が必要である．

　　　　　　　　　　　　＊

54．細胞内へのLabeled　Pyrimidineの転入

菱川豊彦　気駕正己

（11R和大学放射線科）

　DNA－thymidineの生合成の過程には2汀類ある．いず

れもthymidilic　acid（TMP）の合成をへて行なわれる．

一方は外因性のthymidine（TdR）の燐酸fヒにより，他

方はdeoxycytidilic　acid（dCMP）が脱アミノされdUMP

になり，さらにそれがメチル化されてTMPになる過程

である（endogenous）．

　TdRはDNA－Tに特異的に転入されるので，この放射

性物質はDNA合成の効果をみるのに都合よいとされ、

たくさんの実験者により試みられている．

　しかし外囚性のチミジンのDNAへの転入は，　TMP

の他の道の変動によって影響されるであろう．dUMPか

らTMPへの供給が減少すれば，外からのTdRの転入が

増加する可能性が考えられる．

　これらの点を者慮に入れて，外部からのチミヂンおよ

びその類似物質（analogues）のとり込みの状態をみた．

　放射線前駆物質（TdR－14C，　BUdR－14C，1311－UdR）を

酵母の細胞懸濁液の中に入れ，その一定量を経時的にと

りだし，細胞またはDNAを抽出して，細胞またはDNA

の放射能を測定した．

　アミノブテリン（または5FU）はdUMPのメチル化

を抑制するとされているので，これらのもので核酸合成

を抑制した細胞にっいても，同様に実験した．

　aminopterin（または5FU）で抑制されている細胞で

はTdR－i4Cの細胞内DNAへの転入はcontro1より増大

している．ほかの標識TdR類似物質の細胞内転入も同

様に対照群より増大する．またX線照射の場合もまった

く同じ傾向を示した．

　これらの結果から，aminopterin（または5－FU）抑制

またはX線照射によって，TMPの：E合成過程が抑えられ

たためかえって，外部からのとり込みが増大したものと

考えられる．したがって標歳されたチミジンの取り込み

がそのままDNA合成の指標にならないだろう．

　　　　　　　　　　　　＊

55．　3H・葉酸を用いての葉酸代謝の研究

夕’［・11木秀糸己　　，⊥ゴ里ff菱∬召　　Z二il京菖↓二二則；

本多靖夫　城戸久隆　脇坂行一

　　　（京都大学脇坂内科）

　投与された未酸（FA）の生体における代謝を追求する

目的で3H－FA注射後の1二涌の肝臓あるいは人尿から葉酸

誘導体をDEAE，セルローズカラムで分離し，おのおの

秀導体におけるL．caseiおよびP．　cerevisiaeによる微生

物学的活性と放射性を測定し，技与された3H・FAの活性

型への転入，排泄等を観察した．

　正常食飼育白ぽ肝におけるFA誘導休の分布はSN－

methyl　tetrahydrofolic　acid（5NCH3　THF）が大部分を

占め，小部分の10N－CHO　THF，1部sN－CHO　THF，

および微量のTHFであるが，　FA欠乏食飼育白）託に3H－

FA　lmg／kg　b．w．腹腔内に投与し，24時問後の肝では，

微生物学的活性は正常食飼育白用の場合と同様であり，

投与FAそのものの活性はほとんど認められなかった．

放射活性は主としてsN－CH，　THF，10N－CHO　THF，1

部5N－CHO　THF，　THF，5・1°N－CH2　THFに認められ

た．なお，微生物学的活件のない分解産物と思われる2

個の放射活性が認められた．
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・ 般演題：代

　FA欠乏食飼育白〕1〔に10mgのamethopterinを筋注1

時間後に3H－FAを注射し24時間後の肝臓ではSN－CH，

THFに少呈，5N－CHO　THF，　THFに微ll』の放射活性

があり，FAそのものの活性も認められた．すなわち投

与の活性型への転換は著しく阻止された．なお，FA分

解産物と思われる2っの放射活性は認められなかった．

　人において，3H－FAを20μ9／kg　b．w．静注し，3時Ilf’TJ

に排泄された尿をpotassium　ascorbateを含んだ褐色ビ

ンに採り，ただちにpH6．0に，およびascorbateが1％

になるように調整した後に，カラムで誘導体を分離した．

放射活性はFAがもっとも高く，　iONCHO　THFに一一一一部

および5N－CH，　THFに微歴であった．さらに未同定の分

解産物と思われる2～3の活性を認めた．一方．微生物学

的活性はFAがもっとも高く，次いでSNCH，　THF，さ

らにユ゜N－CHO　THFでは軽微であった．すなわち，排泄

された「“N－CH3　THFは微ノ［三物学的活性では尿の全活性

のかなりの部分を占めるが，放射活性は低い．このこと

は排泄されたSN－CH3　THFは主として体内既存のもので

あり，投与FA山来のものは少ないと考えられる．

　　　　　　　　　　　　＊

56．外科領域における五炭糖輸液について

玉熊iL三悦　小泉澄彦　山田義明

川山夏太郎　荷見秋彦　石山　賢

　　　（東京大学石川外科）

　　　　　林　四郎
　　　（信州大学第1外科）

　第4回，第6回本学会で，外科的侵襲後のマウス肝臓

における核酸やribosomeタンパクに対する標識化合物

のとりこみを中心に報告したが，今回はこれらの代謝回

転に及ぼすxylitol投与の影響を検討した．

　まず，エーテル麻酔下に開腹術を行なったマウス腹腔

内にle％xylitol，10％glucose，生食，10％glucose十

xylito1をそれぞれ投与した後に，体重20当り10μCiの

3H－uracilを注入し経時的に摂取した肝について，その

RNAをSchmidt－Thanhauser法で抽出し，ジオキサン

シンチレーターを加え液シンでその放射能活性を計測し

た．一方ribosomeタンパクの比放射能は，ユ’ic一クロレラ

蛋白酸加水物を体重20g当り2μCi投与したマウスの肝臓

からTakanamiらの方法で抽出したribosomeを一旦乾

燥させてから，ハィアミン10x－OHを加え50°C，3時間

加温後トルエンシンチレーターを加えてRNAと同様に

計測し求めた．その結果，ribosomeでは手術群と手術を

］身 27

しない対照群いつれでも，xylitol投与群とほかの投与群

との問に差を認めなかったが，手術群のリボ核酸の3H－

uracilとりこみがxy］ito1ないしxylito1＋G1投与群で軽

度ながら上昇していた．このさいの肝組織でのTPN，

DPNを測定すると，手術群でDPNが低く，　TPNが高

い値を示したが，いつれも12時間日で低下しており，こ

れら補酵素の還元反応がxylitol投与により術後により

速やかに進行していることが想像された．

　次に70％肝切除後のratに3H－uracil，3H－thymidineを

投与したさいのDNA，　RNAの標識化合物とりこみをみ

ると，RNAでは特に差が認められなかったが，　DNAで

は初期の分裂のphaseでxylitol投与群が明らかにとり

こみの増加を示した．しかしながら肝切除後急速に出現

する一過性の脂肪肝は，91ucose投与群よりさらに著し

いこと，さらにその脂肪酸組成も本来肝で合成されがた

いリノール酸などが増加していることは，xylitol使用に

あたり一一応考慮すべき問題である．

　　　　　　　　　　　　＊

57．　14C取込よりみた脂肪酸代謝の研究

　　　　　　　　（第4報）

　　一血小板の脂質代謝を中心に一

木畑正義　岩1埼一郎　比崎幸成

水川士郎　藤井靖久　平木　潔
　　（岡［［1大学平木内科）

　咋年の報告に続き今回は主に血L小板の脂肪酸代謝につ

いての成績を報告する．口的は高脂血症における脂質代

謝異常の一面を知ることである．被験材料は5群に分け

20才台対照（第1群4例），動脈硬化症の明らかな高脂血

症（第皿群10例），動脈硬化症はあるが高脂血症の明ら

かでないもの（第皿群5例）40才未満の高脂血例（第5

群5例）およびその他とした．血小板浮遊血漿を作成，

ユic－acetateより脂酸を合成せしめた．ガスクロマトグラ

フィーにて各脂酸に分かちおのおのの14C取込みを液シ

ン（島津LSG　11型）にて計測した．14C－acetateよりの

総脂酸生成を各群平均値でみると1群43．972dpm／109血

小板に比し皿，V群で27，438および16．864dpmとそれぞ

れ明らかな低下を示した．すなわち高脂血症では全般に

脂酸合成の低下をみることが判明した．またそのパター

ンは高脂血症ではシリスチン酸，パルミチン酸の低下お

よび逆にステアリン酸，オレイン酸が相対的に増加，さ

らに炭素数20以上の脂酸も増加した．とくにオレイン酸

の百分率における増加は著明である．すなわち脂酸合成
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